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多
重
債
務
者
の
 
 

救
済
な
ど
に
寄
与
し
て
い
る
N
 
 

P
O
バ
ン
ク
も
、
締
め
出
す
可
 
 

能
性
が
大
き
い
か
ら
だ
。
 
 

こ
れ
で
は
、
法
偲
正
の
趣
旨
 
 

を
損
な
う
ば
か
り
か
、
社
会
的
 
 

な
損
失
で
も
あ
る
。
与
野
党
間
 
 

で
政
治
救
済
の
方
向
も
出
て
い
 
 

た
め
に
も
、
N
P
O
バ
ン
ク
は
 
 

適
用
除
外
を
明
確
に
す
べ
き
で
 
 

貸
金
蓑
制
法
改
正
案
は
今
 
 

臨
時
国
会
で
成
立
の
見
通
し
だ
 
 

が
、
重
大
な
「
欠
陥
」
を
抱
え
 
 

た
ま
ま
だ
。
多
重
債
務
者
の
救
 
 

済
や
悪
徳
業
者
 
 

絹
錮
開
基
金
業
法
改
正
N
P
O
バ
ン
ク
は
適
用
除
外
を
 
 

あ
る
。
 
 
 

改
正
案
に
は
、
①
貸
金
業
者
 
 

の
純
資
産
額
を
現
行
の
5
0
0
 
 

万
円
か
ら
5
千
万
円
以
上
に
引
 
 

き
上
げ
る
⑧
貸
金
業
協
会
な
ど
 
 

に
事
実
上
、
強
制
加
入
さ
せ
る
 
 
 

－
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
 
 
 

N
P
O
バ
ン
ク
は
、
市
民
が
 
 

自
ら
の
意
思
で
資
金
を
出
し
合
 
 

い
、
地
域
の
様
々
な
活
動
を
低
 
 

利
資
金
で
支
え
る
仕
組
み
だ
。
 
 

実
体
は
、
「
N
P
O
を
支
え
る
 
 

N
P
O
」
と
も
害
え
る
非
営
利
 
 

組
織
だ
が
、
金
融
庁
が
認
可
し
 
 

た
「
銀
行
」
で
は
な
く
、
貸
金
 
 

業
登
銀
し
て
い
る
貸
金
業
者
と
 
 

し
て
扱
わ
れ
て
い
る
の
で
、
貸
 
 

金
業
兼
制
法
が
一
律
に
適
用
さ
 
 

れ
る
と
い
う
わ
け
だ
。
 
 

一
般
の
銀
行
は
、
N
P
O
や
 
 

住
民
活
動
へ
の
融
資
を
渋
る
う
 
 

て
い
る
。
担
保
も
相
談
料
も
と
 
 

ら
ず
、
収
益
も
度
外
視
す
る
の
 
 

で
、
今
回
の
負
担
増
啓
賄
え
る
 
 

と
こ
ろ
は
少
な
い
。
む
の
ま
ま
 
 

で
は
、
大
半
の
バ
ン
顔
は
廃
業
 
 

に
追
い
込
ま
れ
か
ね
払
い
。
 
 

市
民
が
バ
ン
ク
を
運
営
し
な
 
 

く
て
も
、
銀
行
か
行
軋
が
多
重
 
 

債
務
問
題
な
ど
を
解
決
で
き
る
 
 

の
で
あ
れ
ば
、
別
間
廓
だ
。
 

だ
が
、
多
重
債
車
間
虜
の
抜
 
 

え
、
多
重
債
務
者
向
け
の
再
生
 
 

融
資
は
ま
ず
期
待
で
き
な
い
。
 
 

N
P
O
バ
ン
ク
は
そ
う
し
た
ニ
 
 

ー
ズ
に
応
え
よ
う
と
最
近
、
全
 
 

国
で
設
立
さ
れ
始
め
た
。
私
の
 
 

調
査
で
は
、
1
4
団
体
1
総
融
資
 
 

額
は
年
5
0
億
円
前
後
に
上
る
。
 
 
 

そ
の
多
く
が
、
1
方
円
か
ら
 
 

約
1
0
万
円
を
市
民
か
句
集
め
、
 
 

金
利
1
～
5
％
前
後
で
融
資
し
 
 ー

ズ
に
応
じ
た
市
民
の
自
発
的
 
 

な
怠
活
動
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
 
 

ー
開
発
金
融
機
関
（
C
D
F
 
 

I
）
塵
呼
び
、
政
府
は
規
制
で
 
 

締
め
増
す
ど
こ
ろ
か
、
補
助
金
 
 

や
税
優
遇
で
支
援
し
て
い
る
。
 
 
 

と
い
う
の
も
、
多
重
債
務
者
 
 

の
再
堤
に
唱
地
域
の
事
情
に
 
 

本
解
決
に
は
、
2
9
・
2
％
の
灰
 
 

色
金
利
を
な
く
す
だ
け
で
は
十
 
 

分
で
は
な
い
。
累
積
し
た
借
金
 
 

を
整
理
し
、
「
借
り
て
ま
で
消
 
 

費
す
る
」
と
い
う
個
人
の
生
活
 
 

行
動
を
改
め
さ
せ
る
に
も
、
指
 
 

導
も
必
要
だ
。
N
P
O
バ
ン
ク
 
 

は
、
そ
ん
な
再
生
活
動
と
一
体
 
 

に
な
り
資
金
供
給
し
て
い
る
。
 
 
 

米
国
や
英
国
で
は
、
地
域
ニ
 
 

な
い
。
適
切
な
お
金
の
 
 

た
市
民
自
ら
の
支
援
が
 
 
 

し
方
を
鼻
に
つ
け
 
卜
∴
†
P
し
㌢
酔
鉛
㌻
慕
．
1
1
1
 
 
 

投
稿
は
、
〒
1
0
4
・
8
0
 
 

1
1
朝
日
新
聞
企
画
報
溝
部
 
 

「
私
の
視
点
」
か
s
i
t
e
息
嘗
 
 

邑
i
．
c
O
m
へ
。
本
社
電
子
メ
 
 

デ
ィ
ア
に
垂
ま
す
。
 
 
 

る
う
え
で
も
、
市
民
や
地
域
社
 
 

会
と
の
協
調
や
協
力
が
不
可
欠
 
 

と
い
う
判
断
が
あ
る
か
ら
だ
。
 
 
 

金
融
庁
は
「
悪
徳
業
者
が
N
 
 

P
O
バ
ン
ク
を
障
れ
み
の
に
す
 
 

る
可
能
性
が
あ
る
」
と
主
張
し
 
 

て
き
た
。
し
か
し
、
投
資
家
保
 
 

護
な
ど
の
た
め
、
今
年
6
月
に
 
 

成
立
し
た
金
融
商
品
取
引
法
 
 

は
、
N
P
O
バ
ン
ク
は
「
社
会
 
 

的
な
非
営
利
金
融
」
と
認
め
ら
 
 

れ
、
適
用
除
外
に
な
っ
た
。
 
 
 

金
融
庁
は
政
策
の
一
貫
性
を
 
 

確
保
し
、
悪
徳
業
者
を
一
掃
す
 
 

る
た
め
に
も
、
貸
金
業
規
制
法
 
 

改
正
法
菓
か
ら
N
P
O
バ
ン
ク
 
 

を
通
用
除
外
に
す
べ
き
だ
。
 
 

◇
 
 
 

4
9
年
生
ま
れ
。
著
書
に
「
金
 
 

融
で
解
く
地
球
環
境
」
な
ど
。
 
 


